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機関の枠を超えた取組
による持続的な
人材育成
～MS担当技術職員編～



本日の内容

• 質量分析技術者研究会について紹介

• 2023年度の活動内容

• 他の分析機器とのコラボ企画～NMR＆MS講習
会～（2023.7.28実施内容）

• まとめ
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「質量分析技術者研究会」とは

質量分析技術者研究会は、大学及び大学共同機関等の技術職員で質量分析に関
わっている技術者を中心に、質量分析技術の向上を目指して発足した会である。会
員は国内外の初学者からベテランまで幅広く、その専門範囲も物理・化学系から材
料系、生物系をフォローしている。具体的には毎年1回から数回の研究会を主催して
おり、現場の技術者が専門的知識の基礎を繰り返し学習しつつ、経験談を交えてよ
り実践に即した応用技術を学び、更なるスキルアップを行っている。研究会を通じ
て実務者や装置等メーカー技術者からのアドバイス、技術開発のための情報を得る
ことができ、新人育成や相互交流を促進できる場となっている。横のつながりから
誰でも相談ができ、特に初学者に馴染みやすくなるよう閾値の低い運営を心掛けて
いる。

沿革

• 2006年 「質量分析技術者近畿ブロック研究会」が発足

• 2019年 「質量分析技術者研究会」に名称を変更、日本質量分析学会の研究部会
となった。

概要

• メンバー：116名（2024.1.15現在）

• 大学・高専・大学共同利用機関法人・公設試験研究機関など様々な機関・分野で
質量分析に携わるメンバーによって構成されている



質量分析技術者研究会について

装置見学の様子

機器・分析技術研究会でポスター賞受賞

第一回の時の様子



第15回大阪大学工学部2019年度例会

web第19回京都大学化学研究所2020年度例会



質量分析技術者
研究会 例会

• 日本質量分析学会の研究会行事として年2回ほど
実施

• 実際に装置を扱う技術者が集い、参加者が自ら
課した基礎的なテーマに関する発表を行うことで
改めて専門知識の確認を行い、さらに各自の経験
談を交えた自由討論を行うことで実践に即した技
術を学び、更なるスキルアップを目指す。

• さらにテーマを絞った講習会や情報交流も実施
し、目の前でベテランの技や装置・各種試薬・
キット等のメーカーの技術者から最新Tipsを学ぶ
ことができる「百聞は一見に如かず」形式

活動１



メーリングリスト

• 情報交換や会の開催連絡を目的として作成

• 分析上の困りごと

• 分析時のトラブルについての相談

• 装置の運営環境

• 廃棄される装置の引き取り手照会

• 講習会情報の共有

活動２



大学連携研究設備
ネットワークと
連携した
質量分析講習会

全国各地の国立大学法人・自然科学研究機構分
子科学研究所・公立大学・私立大学等参画大学等
が所有する研究設備の相互利用と共同利用を推進
して、将来の新たな共同研究を促すことを目的す
る事業。

技術職員、技術支援員等の人材育成事業と連携
し、実戦形式の研修会を年間6回ほど企画・開催
している。

活動３
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例会 3回
講習会 6回

スピンオフ勉強会 1回
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NMR＆MS "相互"活用講習会 
-目指せSynergy隣は何をする人ぞ？-



インドメタシン
：外用の鎮痛消炎剤として使用される成分
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まとめ
‐質量分析技術者研究会
会員の効果‐

• 技術力の向上に直結している！

• 日々の業務の効率化に有効であ
る

• 情報収集の場として有効である

• 一人職場の孤独感をかなり緩和
できる

• 質量分析技術者研究会の内容を
状況に応じてフレキシブルに修
正できるのも魅力の一つ。
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